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2007.7第１５号

専門チームによる

充実したリハビリテーション
かしわばゼミナール
一刻を争う患者さんを救う救急医療体制
おしらせ
8月1日から精神保健科が休診します
食べて健康
キュウリ

A館と B館の間で、緑の葉を広げる白樺の木

第2期工事が終了した昭和 50年秋に、建物を一周するように白樺
の若木が植えられました。平成元年に着工した第4期工事において、
やむを得ず切ることになりましたが、「病院とともに年月を重ねて
きた白樺を残したい」という願いから、3本だけが残されました。
夏には一層深みを増した緑が風と戯れています。



医師

リハビリ
テーション
スタッフ

看護師

病棟でのサポート

機能回復訓練

心理的・社会的
問題の支援

医学的処置

医療
ソーシャル
ワーカー

患
者
さ
ん
の
権
利

・
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る
権

利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利
が

あ
り
ま
す

・
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知
る

権
利
が
あ
り
ま
す

・
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権
利

が
あ
り
ま
す

病
院
の
基
本
方
針

・
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の
医

療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

・
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の
理

解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

・
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

・
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
技

術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

・
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

・
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

病
院
の
理
念

私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り
ま
す

私

た

ち

の

考

え

て
い

る

こ

と

 専門チームによる

充実したリハビリテーション
　

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
脳
卒
中
（
脳
内
出
血
・

脳
梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血
）
な
ど
を
原
因
と
し
た
「
運
動
麻
痺
」

「
言
語
障
害
」「
嚥
下
障
害
」「
高
次
脳
機
能
障
害
」な
ど
に
よ
る
生

活
動
作
能
力
の
低
下
を
改
善
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
は
理
学
療
法
室
、
作
業
療

法
室
、
言
語
療
法
室
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

へ
出
向
き
、
医
師
の
指
導
下
で
病
状
の
変
化
に
合
わ
せ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
も
行
い
ま
す
。

　

医
師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
さ

ん
一
人
一
人
の
退
院
後
の
生
活
に
焦
点
を
当
て
て
目
標
を
設
定

し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院
で
は
、
地
域

の
救
急
医
療
・
急
性
期
医
療
を
担
う

医
療
機
関
と
し
て
、
生
命
に
関
わ
る

脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）
を
は
じ
め
、

脳
腫
瘍
や
頚
椎
症
を
発
症
し
た
患
者

さ
ん
を
数
多
く
受
け
入
れ
、
高
度
な

医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

在宅復帰率の向上を目指しています

患者さんの
ライフスタイルを
尊重するために

リハビリテーション科 科長
杉山 俊一

リハビリテーションスタッフ：34人
理学療法士 15人　作業療法士 14人
言語聴覚士 4人　 マッサージ師 1人

当院のリハビリテーション体制

リハビリテーションルーム

患者さん



実
施
期
間
の
目
安
：
3
カ
月
〜
半
年
間

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

生
活
動
作
能
力
を
向
上

回 復 期

実
施
期
間
の
目
安
：
1
〜
2
週
間

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
出
向
い
て

離
床
を
促
進

急 性 期

リハビリテーションの流れ
当院では、医師・看護師・リハビリテーションスタッフ・

医療ソーシャルワーカーが密接に連携し、発症直後の超急

性期リハビリテーションから退院後の生活を視野に入れた

訓練を行う回復期リハビリテーションまでをスムーズに進

行させています。

　

脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
直
後
の
診
断
や
治
療
が

終
わ
る
と
す
ぐ
に
始
ま
り
ま
す
。

　

病
状
が
不
安
定
な
時
期
に
行
う
超
急
性
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
師
に
よ
る
厳
重
な
リ
ス
ク
管

理
下
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

病
状
が
安
定
す
る
前
か
ら
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
に
行
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
に
出
向
い
て
、
ベ
ッ
ド
で
の
寝
返
り
、
横
向

き
、
起
き
上
が
り
動
作
を
介
助
し
ま
す
。
座
位
や
車

い
す
へ
の
移
動
、
立
ち
上
が
り
や
歩
行
訓
練
へ
と
段

階
を
経
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
声
を
出
し
た

り
、
話
し
た
り
す
る
訓
練
や
食
事
を
摂
取
す
る
た
め

の
訓
練
も
行
い
ま
す
。

　

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お
正
月
や
お

盆
休
み
な
ど
の
祝
祭
日
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

年
中
無
休
で
対
応
す
る
体
制
を
整
え
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

病
状
が
安
定
し
た
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
回
復
期
病
棟
で
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
生
活

動
作
能
力
を
向
上
さ
せ
る
訓
練
で
す
。
患
者
さ
ん
の

退
院
後
の
暮
ら
し
方
に
合
わ
せ
、
A
D
L
室
（
模
擬

住
宅
）
で
日
常
生
活
に
則
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
通
院
や
通
勤
の
た
め
の
訓
練
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
同
伴
で
地
下
鉄
や
バ
ス
に
実
際
に
乗
車
す
る

練
習
も
行
い
ま
す
。

　

退
院
前
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
と

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
患
者
さ
ん
の
ご
自

宅
を
訪
問
し
、
住
宅
改
造
や
介
助
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。

リハビリはベッドサイドから始まります

屋外散歩も重要なリハビリです

医師・看護師・リハビリテーションスタッフがカンファレンスを
行い、安全で効率的なリハビリテーションを開始します。

当院では、早期リハビリを含む超
急性期の集中的な治療を行うため
に、2006 年 4月に「脳卒中ケア
ユニット」を開設しています。

　回復期病棟では、病状が安定した患者さん
が、自宅で生活するために必要な生活動作能
力の向上を目指します。病棟全体が「身体活
動の場」であり、起床から始まる日常生活動
作（着替え、洗顔、トイレ、入浴、食事）や
車いすでの移動、歩行訓練を行っています。
病棟で過ごす毎日がリハビリテーションなの
です。
　病状の回復に応じて訓練内容を見直しなが
ら、自立への援助を行います。これまでに多
くの患者さんが当病棟から在宅生活への復帰
を果たしています。

病
棟
で
過
ご
す
毎
日
が

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す

回
復
期
病
棟 

医
長

山
内 

亨

ス
タ
ッ
フ
が
手
術
を
終
え
た

患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

へ
出
向
い
て
、
患
者
さ
ん
の

手
足
を
動
か
し
、
筋
肉
の
衰

え
や
関
節
が
固
ま
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

症
状
に
合
わ
せ
、
座
位
・

立
位
・
歩
行
へ
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
期
間
の
目
安
：
2
〜
5
日
間

医
師
に
よ
る
厳
重
な

リ
ス
ク
管
理
下
で
実
施

超急性期



第15回

編集後記

　

暑
い
日
差
し
を
避
け
る
た
め
、
い
つ

の
間
に
か
木
陰
を
探
し
て
し
ま
う
。
そ

ん
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
お

変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

何
か
と
外
出
の
機
会
が
多
い
こ
の
時

期
で
す
が
、
発
汗
に
よ
る
脱
水
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。

　

高
齢
の
方
は
特
に
加
齢
に
伴
う
細
胞

内
水
分
量
の
減
少
に
よ
り
脱
水
症
を
来

し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
短
い

夏
を
大
い
に
満
喫
す
る
た
め
に
も
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
）

 

一
刻
を
争
う
患
者
さ
ん
を
救
う

救
急
医
療
体
制

当
院
は
札
幌
市
の
二
次
救
急
医
療
機
関
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す

救
急
患
者
さ
ん
を

適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送

　

急
病
や
事
故
で
、
休
日
や
夜
間
で
も
緊
急
な

治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
、患
者
さ
ん
の
症
状
・
容
態
に
よ
っ

て
、
す
ば
や
く
適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

こ
と
が
必
要
な
り
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
24
時
間
体
制
で
救
急
医
療
に
対

応
し
、
救
急
医
療
機
関
を
初
期
救
急
医
療
機

関
・
二
次
救
急
医
療
機
関
・
三
次
救
急
医
療
機

関
に
分
け
、
市
全
体
と
し
て
効
率
的
・
効
果
的

に
救
急
医
療
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

高
度
な
医
療
技
術
で

患
者
さ
ん
を
救
う

　

当
院
は
、
札
幌
市
か
ら
指
定
を
受
け
た
二
次

救
急
医
療
機
関
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
救
急
救

命
処
置
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
に
24
時
間

3
6
5
日
の
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

国
道
36
号
か
ら
当
院
1
階
の
救
急
処
置
室
に

直
接
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
救
急
車
専
用

通
路
を
設
置
し
、同
じ
フ
ロ
ア
に
『
Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
』

『
Ｃ
Ｔ
室
』『
Ｒ
Ｉ
室
』『
Ｘ
線
室
』『
Ｄ
Ｓ
Ａ
』『
エ

コ
ー
室
』
な
ど
、
最
新
鋭
の
医
療
機
器
を
備
え

た
検
査
室
を
配
置
し
、
迅
速
に
検
査
・
診
断
を

おしらせ

【制　作】 有限会社 慶文社

　

当
院
『
精
神
保
健
科
』
医
長
の
村
田
忠

良
医
師
が
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
、
平

成
19
年
7
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
1
日
か
ら

精
神
保
健
科
が

休
診
し
ま
す

行
い
、
緊
急
手
術
の
準
備

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
が
目
指
し
て
い

る
の
は
、「
か
け
が
え
の

な
い
命
を
ひ
と
つ
で
も

多
く
救
う
こ
と
」。
札
幌

市
内
や
近
郊
か
ら
、
年
間

1
5
0
0
人
以
上
の
患
者

さ
ん
が
日
夜
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

【初期救急医療機関】
入院・手術の必要がなく、小処置・内服薬処方
等で治療が可能な患者さんが対象で、救急当番
医療機関、夜間急病センター、札幌歯科医師会
口腔医療センターなどで対応しています。

【二次救急医療機関】
初期救急医療機関では対応できない、入院・
手術などを必要とする重症急病患者さんを
対象にした治療を当番制で行っています。
診療科は、循環器・呼吸器系、消化器系、
小児系、脳神経外科系、けが・災害の外科系、
泌尿器系、産婦人科系。

【第三次救急医療機関】
生命の危機に瀕し、高度な医療な必要な重
篤救急患者さんを対象に治療を行います。

＊救急隊が現場で患者さんの病状を判断し、
適切とされる医療機関に搬送します。 

　

8
月
以
降
の
精
神
保
健
科
の
診
療
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
任
の
医
師
と
再
開
の
時

期
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
、

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
ピ
ラ
ジ
ン

　

肌
の
健
康
を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
、
利

尿
や
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
塩
分
の
排
泄
を

促
す
効
果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
の
青
臭
さ
は
『
ピ
ラ

ジ
ン
』
で
、
血
栓
を
予
防
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。

酢
を
使
っ
た
料
理
で

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
酸
化
さ
せ
る
酵
素
が
含

ま
れ
る
た
め
、
酵
素
の
働
き
を
抑
え
る
酢

を
使
っ
た
料
理
が
良
い
で
し
ょ
う
。

夏バテ予防のため
にも積極的に摂り
たい野菜です


